
会派名　会派自民

１．新病院建設費(当初85,200千円，債務負担行為309,300千円)

について

・予算の内容について

・診療報酬改定の影響について

・特徴ある病院へ

２．粟津駅周辺整備費（231,000千円）について

・予算の内訳は。財源は

・東西自由通路について

・地下道の活用について

高野　哲郎1

順番 質疑者氏名 質　疑　通　知　要　旨

予 算 決 算 常 任 委 員 会 総 括 質 疑 一 覧 （ 予 算 ）

３月１１日（水）

自民党こまつ　５番～６番　/　無会派　７番～９番

　会派自民　１番～２番　/　小松志士の会　３～４番　/
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会派名　会派自民

１．地域交通推進費（95,600千円）について

・現在のバスロケーション運用等の6,915千円の減額内容は

・バスロケーションシステム運用とは

２．らく賃パスポート運営費（60,000千円）について

・昨年度より運営費が11,200千円の増額内容は

・らく賃パスポートの現状の利用状況は

３．公共ライドシェア運行費（19,201千円）について

・南部乗合ライドシェア実証実験の拡大予定の内容は

４．地域公共交通再構築費（8,400千円）について

・新たな地域交通計画とあるが，公共交通アクションプラ

ンの策定は

・中山間地の交通体系の確立とらく賃パスポートの活用に

ついて

2 東　浩一
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会派名　小松志士の会

１．芸術劇場大規模改修費（３月補正400,000千円，債務負担行

為1,842,570千円）について

(1) 平成16年４月にオープンした施設の概要について

・概要の説明

・施設の目的は

(2) 今回の大規模改修の内容について

・施設の長寿命化について

・表現の多様化や高度化について

・鑑賞環境の改善について

・文化発信機能の強化について

(3) 演じる側，観る側の意見に十分に対応しているか

(4) 工事期間中，市民センターやサイエンスヒルズで対応でき

るのか

(5) 22億4,000万円余を投資する中で市長の思いは

順番 質疑者氏名 質　疑　通　知　要　旨

宮西　健吉3
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会派名　小松志士の会

１．通学路整備費（３月補正△52,000千円）

(1) ３月補正における通学路整備費の約74％の大幅減額につい

て

・減額の理由の確認

・令和７年度の予定はどうなるか。減額分はどうなるか。

中止は。緊急性のあるものは

・国内示に依存した不安定さに対する市の考え

・自由度がある交付金だと思うがそれでも通学路への優先

は無いか，危険箇所は減っているか

(2) ハードを補完するソフト面やＰＤＣＡ，安全な通学路のた

めに

・小松市通学路交通安全プログラムのＰＤＣＡサイクルは

・減額分による影響に対してソフト面での補完・強化の可

能性，提案

・通学路は安全か。引き続き取組を

4 木村　賢治
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会派名　自民党こまつ

１．小松運動公園テニスコート等整備費(18,000千円)について

(1) テニスコート整備費について

・予算の内訳は

・既存設備の改修は

・利用者の声は

・今後の流れは

１．子供たちの健全育成と安全対策について

(1) 部活動地域展開推進費（37,832千円）について

・予算の内訳は

・事業内容について

・今後の計画は

・移動について

(2) 公共ライドシェア運行費（19,201千円）について

・事業内容について

・今後の計画は

順番 質疑者氏名 質　疑　通　知　要　旨

深田　博智5

6 吉村　範明
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会派名　無会派

１．介護人材確保・職場環境改善支援費（1,200千円）について

・介護支援専門員資格取得支援補助金について

・職場環境改善支援費について

１．市行造林費（52,298千円）について

(1) 造林団地について

・市行造林内容と直面する課題

・造林団地のうち経営に適さない造林団地とは

・意向調査と山林での境界明確化について

(2) ドローンによる森林資源の解析

・どのような解析分析の方法と分析内容を求めるのか

・資源の解析分析をどのように長期的活用を図るのか

質　疑　通　知　要　旨

7 木下　裕介

8 片山　瞬次郎

順番 質疑者氏名
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会派名　無会派

１．未来型図書館等複合施設整備費（345,700千円）及び未来型

図書館づくり推進費（46,600千円）について

(1) 未来型図書館等複合施設整備費について

・１年目分の整備内容について

(2) 未来型図書館づくり推進費について

・推進費の業務内容について

２．こども誰でも通園制度費（13,600千円）について

・利用見込児童数と基本単価設定について

・受入れ体制と利用料について

9 橋本　米子
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